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[bookmark: _GoBack]科目内容基準とシラバス内容の対応表：臨床発達心理学の基礎に関する科目
大学院・専攻名：	　開講年度：	年度　講義名：	　
担当者：	
	項目番号
	科目内容基準の内容（中項目）
	シラバスの文言
	授業内容

	1　臨床発達心理学の基礎理論
	
	

	1－1
	発達理論の歴史的変遷
	
	

	1－2
	発達を支援するとは？
	
	

	1－3
	現代社会における発達支援
	
	

	1－4
	フィールドの中での発達
	
	

	2　発達支援を必要としている人々
	
	

	2－1
	発達の障害
	
	

	2－2
	現代社会における諸問題と精神保健・問題の予防
	
	

	3　臨床発達心理学における対象理解の方法（研究方法・評価方法）
	
	

	3－1
	臨床発達心理学の基礎研究法
	
	

	3－2
	対象理解のための査定・検査・評価・診断の方法
	
	

	3－3
	対象理解のプロセス：問題へのアプローチ
	
	

	3－4
	ダイナミックアセスメントと形成的評価（関わりを通しての評価）
	
	

	4　発達支援のすすめ方―臨床発達心理学における支援技術―
	
	

	4－1
	支援活動の展開過程
	
	

	4－2
	発達障害のための指導
	
	

	4－3
	コンサルテーションによる発達支援
	
	

	4－4
	フィールドにおける発達支援
	
	

	4－5
	養育者への指導・カウンセリング
―「ゆれる養育者の心理」の理解と指導―
	
	

	4－6
	対象者・家族とのコミュニケーション技術
	
	

	5　臨床発達心理士の専門性と社会的役割
	
	

	5－1
	活動の場（乳幼児期，児童・青年期，成人・老年期）
	
	

	5－2
	臨床発達心理士の職務
	
	

	5－3
	関連諸職種とティームアプローチ
	
	

	5－4
	職業倫理の遵守
	
	


科目内容基準が含まれる割合（20項目中　　　項目）
　授業担当教員署名　　　　　　　　　　　　　　　　印　　	申請単位数（　　　　　）単位
